
製品含有化学物質管理の基礎

◼製品含有化学物質管理に取り組むことになった。何をどう管理すればよいか知りたい。

◼顧客に、製品含有化学物質を管理し、運用するよう求められている。その方法を知りたい。

◼ RoHS指令(*1)やREACH規則(*2)などに対応して、欧州市場に参入したい。

鉛、水銀、カドミウムなどの人体や環境に有害な化学物質の管理は、グローバルレベルで求められて
おり、各国法令により規制がされています。また法規制は常に変化しています。
電気・電子部品や機器などの製造販売企業において、法規制を遵守し、製品に含まれる有害な化学
物質を適切に管理することは必須です。
本コースでは、製品に含まれる化学物質に関する法規制にはどのようなものがあるか、また変化する
法規制に対応するために何をすればよいか、製品含有化学物質の管理とその運用のポイントをご説明
します。

こんなお悩み・ご要望はありませんか？

コースの特徴

◼富士通での製品含有化学物質管理から得たノウハウに基づく教育内容

◼富士通のお取引先2000社に対し、製品含有化学物質管理システムの監査実績を持つ
当社の講師陣

◼実践的な管理や運用事例を盛り込んだ、お客様の業態に合わせた教育テキスト

*1 RoHS指令：欧州における、有害物質の電気・電子機器への使用を制限するための規制
(Directive 2011/65/EU of the European Parliament and of the Council as regards the list of restricted

substances）
*2 REACH規制：欧州連合 （EU） における化学品の登録・評価・認可および制限に関する規則
(Registration, Evaluation, Authorization and Restriction of Chemicals）



お問い合わせ先

BS5-012PAS-7Copyright 2021 Eurofins FQL Ltd.

ユーロフィンFQL株式会社
https://www.eurofins.co.jp/efql/contact

9時～17時 土・日・祝日・当社指定の休業日を除く

コースの概要

◼ 製品含有化学物質に関連する法規制
規制背景、RoHS指令、REACH規則、その他規則の概要、改正動向

◼ 製品含有化学物質の管理
管理体制構築と情報伝達のポイント

◼ 製品含有化学物質管理の運用
仕組みや運用の実践事例

コースの開催形式および費用

コースのゴール

◼ 製品含有化学物質に関する法規制について、概要を理解すること

◼ 製品含有化学物質の管理体制構築方法と情報伝達について理解すること

◼ 製品含有化学物質管理システムを運用する方法について理解すること

◼ 開催形式
お客様先で、オンサイトセミナー（講師派遣型）として開催いたします

◼ 研修時間
標準は、3時間です

◼ 受講人数
1回15名様まで受講いただけます

◼ 費用
受講人数により個別見積りさせていただきます
（内訳）講師派遣費用、テキスト代（人数分）、交通費、宿泊費、その他


